
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
石

岡
」「
胸
を
張
っ
て
語
れ

る
ふ
る
さ
と
」
の
実
現

　

私
が
「
ふ
る
さ
と
再
生
」
を
掲

げ
て
、
３
回
目
の
予
算
編
成
と
な

り
ま
し
た
。 

目
指
す
「
ふ
る
さ

と
再
生
」
は
、
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
に

お
け
る
第
３
コ
ー
ナ
ー
を
回
り
、

い
よ
い
よ
ホ
ー
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
を

意
識
し
４
年
間
の
ま
と
め
の
準
備

に
入
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
意
味
か
ら
、
市
の
行
動

計
画
で
あ
る
「
石
岡
ふ
る
さ
と
再

生
プ
ラ
ン
」
を
始
め
、
昨
年
10
月

に
策
定
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
石
岡
市
総
合
戦
略
」
に

基
づ
き
、
市
民
が
将
来
に
対
し
て

夢
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

　

そ
れ
で
は
、
目
指
す

と
こ
ろ
の
究
極
は
何
か

と
い
え
ば
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
石
岡
」
で
あ

り
「
胸
を
張
っ
て
語
れ

る
ふ
る
さ
と
」
が
私
の

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で

も
な
く
石
岡
市
に
は
、

千
三
百
年
の
歴
史
と
里
山
風
景
と

い
う
誇
る
べ
き
地
域
資
源
が
あ

り
、
こ
れ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
地

域
の
潜
在
力
を
高
め
る
こ
と
が
、

肝
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
ち
ま

せ
ん
。 

　

ほ
か
の
ま
ち
の
多
く
が
「
選
ば

れ
る
ま
ち
」
や
「
住
ん
で
み
た
く
な

る
ま
ち
」
と
い
っ
た
方
向
を
目
指

し
、
居
住
環
境
の
充
実
や
子
育
て

支
援
、
産
業
振
興
な
ど
の
施
策
を

展
開
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。 

　

し
か
し
、
こ
れ
の
み
で
は
自
治

体
に
お
け
る
共
通
一
律
の
目
標
で
あ

り
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
将
来
に

襷た
す
きを

つ
な
い
で
い
く
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
と
し
て
の
市
民
の
志
が
必

要
で
あ
り
、
石
岡
に
住
む
こ
と
の
誇

り
が
大
き
な
原
動
力
に
な
る
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

　

そ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
も
、
新

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
ふ
る

さ
と
学
習
」
は
２
年
の
準
備
期
間

を
経
て
小
中
学
生
を
対
象
に
ふ
る

さ
と
へ
の
意
識
を
醸
成
す
る
事
業

で
あ
り
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
発

展
へ
の
布
石
と
な
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

　

私
は
、
平
成
28
年
度
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
「
新
た
な
連
携
と

協
働
」
を
掲
げ
ま
し
た
。
従
来
の

連
携
は
、
一
部
事
務
組
合
や
広
域

連
合
な
ど
地
方
自
治
法
に
規
定
す

る
連
携
の
形
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
従
来
の

手
法
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
同

士
が
互
い
の
共
通
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
協
定
や
、
多
様
な
主
体

と
の
共
同
研
究
な
ど
に
よ
る
連
携

手
法
も
、人
口
減
少
が
進
み
続
け
、

限
ら
れ
た
財
源
で
の
将
来
に
わ
た

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
危
惧

さ
れ
る
中
、
大
変
重
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

　

き
め
細
か
な
課
題
解
決
の
た
め

に
自
治
体
同
士
が
協
力
し
合
い
、

教
育
・
防
災
・
観
光
・
環
境
・
人

口
減
少
対
策
な
ど
の
分
野
で
、
新

た
な
連
携
の
ス
タ
イ
ル
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 
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児
童
・
生
徒
が
健
や
か
に
育
ち
、
豊
か
な

心
と
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う

未
来
の
担
い
手
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

地
域
と
連
携
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
郷
土
愛

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
創
意
と
活
力

に
満
ち
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
習
環
境
の
充
実
や
学
力
の
向
上

の
た
め
、
市
内
中
学
校
に
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

（
数
学
・
理
科
）
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　

市
立
中
央
図
書
館
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
に
伴
い
、
新
た
に
親
子
で
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
増
設
し
、
子
ど
も
の
読
書
環
境

の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
誰

も
が
均
等
に
学
ぶ
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
の
場
所
を
提

供
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
健
康
や
子
育
て
に
必
要
な
費
用

の
支
援
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
今
後

も
多
様
化
す
る
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
実
施
し
て
い
る
予
防
接
種
費
用
の
助

成
を
、
県
外
の
医
療
機
関
で
も
接
種
で
き
る

よ
う
に
、
制
度
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

　

新
生
児
の
保
護
者
に
、
紙
お
む
つ
な
ど
と

交
換
が
で
き
る
、
す
く
す
く
赤
ち
ゃ
ん
ク
ー

ポ
ン
の
発
行
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費

を
助
成
し
ま
す
。
教
育
・
保
育
施
設
や
地
域

の
子
育
て
支
援
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
地

域
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
婚
世
帯
・
子
育
て
世
帯
家
賃
助

成
や
マ
ル
福
制
度
の
市
独
自
の
拡
充
な
ど
、

子
育
て
の
費
用
負
担
の
軽
減
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教育環境充実プロジェクト
豊かな人間性と郷土愛を育む教育を

子育て応援プロジェクト
子育て世代に魅力的なまちを

1
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▲新入生に祝品として給付するランドセル

■ ICT教育のスタート　     585 万円
■（仮称）こども図書室のオープン
　　　　　　　　　　　 3,070 万円
■子どもの学習支援事業　378万円
■小学校入学祝品給付事業　
　　　　　　　　　　　　877万円

石       　

岡
市
に
は
「
歴
史
」「
文
化
」「
自
然
」  

　

な
ど
の
豊
か
な
地
域
資
源
が
あ
り
、

熱
い
思
い
を
持
っ
た
「
人
財
」
が
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人

口
の
自
然
減
に
加
え
、
働
く
世
代
を
中
心
と

し
た
人
口
の
社
会
減
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
厳
し
い
現
状
を
真
摯
に
受
け
止
め

「
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
輝
く
ま
ち
い

し
お
か
」
を
実
現
す
る
た
め
、
人
、
歴
史
、

自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
十
分
に
活
用
し

「
ふ
る
さ
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
行

し
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
・
大
正
期
に
石
岡
市
が
有
し
て
い
た
、

生
活
や
文
化
の
中
心
地
と
し
て
の
活
気
や
誇

り
を
再
生
し
、心
豊
か
に
生
活
す
る
た
め
に
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰
も
が
い
き
い

き
と
暮
ら
し
、
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
環

境
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
「
ふ
る
さ

と
再
生
」を
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

と
も
に
考
え
、
と
も
に
実
行
す
る
こ
と
で
達

成
し
、
誇
れ
る
「
ふ
る
さ
と
」
を
将
来
に
わ

た
り
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
効
果
的
な
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
第
３
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
再
生
を
加
速
化
し
、
市
の
未
来
を

切
り
拓
く
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

平成 28 年度　石岡ふるさと再生プロジェクト

▲子育ての負担軽減にすくすく赤ちゃんクーポン

■予防接種の充実　　　　  39万円
■すくすく赤ちゃんクーポン給付事業
　　　　　　     　　　　　　　　　　 1,439万円
■チャイルドシート購入助成・貸
し出し事業　　　　　　　149万円
■地域子育て支援コーディネー
ターの配置　　　　　　　144万円

石岡市公認マスコットキャラクター
　　　　 いしおか恋瀬姫



企業誘致プロジェクト
多くの優遇制度と企業活動への支援

安全・安心プロジェクト
防災や防犯への取り組みを強化

生涯現役プロジェクト
生涯を現役で暮らせるまちへ

　

東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

ほ
か
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
、
近
年
多
発

し
て
い
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
の
適
切
な
運
用
を
実
施
す

る
ほ
か
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
を
行
い
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
大
雨
に

よ
る
水
害
に
備
え
ま
す
。

　

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
や
、
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
効
率
的
な
行
政
運
営
が

で
き
る
新
庁
舎
建
設
は
、
平
成
30
年
度
の
完

成
を
目
指
し
、
今
年
度
よ
り
本
体
工
事
に
入

り
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
対
策
の
強
化
と
し
て
、
空
家

対
策
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
を
行
い
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

若
者
に
住
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
、
働
く

場
所
の
確
保
が
必
要
で
す
。
市
は
鉄
道
や
高

速
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
空
港
や
港
湾
へ
の
行
き
来
も
容
易
な
こ

と
な
ど
、
地
理
的
に
優
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
環
境
と
併
せ
て
充
実
し
た
優
遇
制
度
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
企
業
を
誘
致
す
る
と
と

も
に
、
市
内
の
就
業
機
会
の
充
実
に
力
を
入

れ
、
働
く
世
代
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
３
年
間
免
除
や
平

成
22
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
、
雇
用
促
進

奨
励
補
助
金
は
、
効
果
が
大
き
い
た
め
、
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
種

情
報
提
供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業

や
生
涯
現
役
社
会
推
進
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

高
齢
者
の
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
生
涯
に
わ
た
り
現
役
で
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

健
康
の
維
持
と
介
護
予
防
を
図
る
た
め
、

市
内
に
４
か
所
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

に
加
え
、
八
郷
総
合
運
動
公
園
に
新
た
な
コ
ー

ス
を
設
置
し
ま
す
。

　

仕
事
や
趣
味
、
社
会
活
動
な
ど
に
参
加
し

地
域
と
と
も
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
加
齢
に
よ

る
白
内
障
手
術
を
行
っ
た
人
に
補
助
眼
鏡
な

ど
の
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

歯
と
口
腔
の
健
康
は
全
身
の
健
康
の
増
進

や
生
活
の
質
の
向
上
、
健
康
寿
命
に
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
歯
科
医
師
会
と
連
携
し
て
歯

と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

3
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▲企業誘致を進める柏原工業団地

■固定資産税の３年間の免除
■雇用促進奨励補助金
■多くの優遇制度

▲柏原池公園のウォーキングコースを歩く

■ウォーキングコースの整備　　 
　　　　　　　　　    　5,385万円
■老人性白内障術後補助眼鏡等購
入費助成　　　               　 50万円
■歯と口腔の健康づくりの推進　
　　　　　　　　　　　　  25万円

▲平成 30年度完成予定の新庁舎（イメージ図）

■空家等対策事業　     　　　1,818 万円
■防犯カメラの増設　      1,174 万円
■土砂災害ハザードマップの作成
　　　　　　　　　　　　981万円
■災害に強い庁舎の整備　
　　　　　　　　   23 億 1,337 万円



３ つ の 共 通 テ ー マ
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市
は
、
肥
沃よ
く
で
広
大
な
農
地
を
も
ち
、
立
地

条
件
に
も
恵
ま
れ
、
首
都
圏
で
評
価
の
高
い
農

畜
産
物
を
産
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
最
大

限
に
活
用
し
、
農
業
の
６
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
（
林
）
者
の
受
け
入
れ

に
よ
り
、
定
住
促
進
、
農
業
振
興
を
図
り
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
の
魅
力
を
感
じ
る
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
就
農

相
談
、
研
修
機
会
の
拡
充
な
ど
、
農
業
を
通
じ

交
流
、
移
住
・
定
住
を
促
す
受
け
入
れ
環
境
を

充
実
さ
せ
ま
す
。

　

果
樹
・
園
芸
産
地
、
直
売
所
の
魅
力
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
新
品
種
や
人
気
品
種
、
新

し
い
栽
培
技
術
の
実
証
、
施
設
の
導
入
支
援

を
行
い
、
生
産
・
販
売
の
向
上
、
市
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

か
つ
て
県
内
第
２
の
商
都
と
言
わ
れ
た
石

岡
市
の
中
心
市
街
地
は
、
郊
外
へ
の
大
型
商

業
施
設
の
立
地
や
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
、
空
き
店
舗
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

賑に
ぎ
わ
い
の
再
生
と
し
て
実
施
し
て
い
る
空

き
店
舗
補
助
金
の
活
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
賑
わ
い
の
創
出
や
都
市
機
能
の
充

実
な
ど
に
取
り
組
み
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
歴
史
的
資
源
で
あ
る
看
板

建
築
を
は
じ
め
と
す
る
魅
力
的
な
景
観
の
保

全
や
活
用
の
た
め
、
景
観
資
源
の
調
査
研
究

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
住
民
参
加
型
ま
ち

づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
支
援
事
業
を
実
施
し
、
魅

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

3人口減少・少子化対策
　少子高齢化の進展に的確に対応
し、人口減少に歯止めをかけるこ
とが必要です。市では「まち・ひと・
しごと創生法」に基づき、地域に
「まち」「ひと」「しごと」を創生
し、住みよい環境を確保していき
ます。また、将来にわたって活力
ある社会を維持していくため、人
口減少・少子化対策を実施してい
きます。 ▲若手職員で構成された

人口減少問題研究会

農林業振興プロジェクト
農業体験や新規就農者への研修環境の充実6

中心市街地活性化プロジェクト
歴史的資源など魅力的な景観保全と活用7

▲６次産業化された商品（農産物加工 PR会）

■農業体験・新規就農者研修環境
の充実　　　　　　　　     200 万円
■農力アップ推進事業     　　177 万円
■新規就農者支援対策経費
　　　　　　　　　　　 2,973万円

▲歴史的資源である看板建築

■まちづくりファンド事業
　　　　　　　　　　　    800万円
■中心市街地活性化事業　　　　
　　　　　　　　　　　 1,092万円
■石岡駅周辺整備事業（繰越事業）
　　　　　　　　　 7 億 2,962 万円

石岡市公認マスコットキャラクター
　　　　満喫うさぎ「カイ」

石岡市公認マスコットキャラクター
　　　 嗜みうさぎ「モモア」



1協働のまちづくり 2行財政改革の推進
　平成 26 年度に制定し
た「石岡市協働のまちづ
くり条例」に基づき、市
では市民の皆さん、地域
コミュニティ、市民公益
活動団体、事業者がそれ
ぞれの役割を分担し、連
携、協力することで、よ
り良い地域社会の実現を
目指します。

９ つ の プ ロ ジ ェ ク ト を 支 え る

　５

　

朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
以
降
、
沿
線
の
交

通
量
や
観
光
に
訪
れ
る
人
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
観
光
資
源
の
活
用
や
特
産
品
を
生
か
し

た
魅
力
ア
ッ
プ
と
効
果
的
な
情
報
発
信
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

朝
日
里
山
学
校
で
は
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

拡
充
と
合
わ
せ
て
、
駐
車
場
や
体
験
農
場
な

ど
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、
石
岡
の

お
ま
つ
り
で
の
来
場
者
60
万
人
を
目
指
し
、

ト
イ
レ
の
整
備
や
ゴ
ミ
の
収
集
な
ど
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
拡
充
や
テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
園
庭

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
な
ど
、

数
多
く
の
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
の
魅
力
向
上
を
図
り
、

市
内
外
に
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
で
、
誇
り

に
思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

10
周
年
記
念
で
作
成
し
た
石
岡
市
民
の
歌

や
公
認
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

し
、
市
内
外
に
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、

一
体
感
の
醸
成
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
第
２
位
の
湖
で
あ
る
霞
ヶ
浦

で
は
、
県
と
沿
岸
市
町
村
と
連
携
し
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
湖
畔
に
位
置
す
る
高
浜
駅
周
辺

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
計
画
的
に
推
進
し
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

　社会保障負担の増加や
市税収入の減少などに加
え、公共サービスへの需
要は高度化・多様化して
います。
　市民の皆さんに期待さ
れる行政サービスを実施
し「石岡ふるさと再生プ
ラン」を実現するため、
行財政改革に取り組んで
いきます。

▲協働のまちづくり講演会
の様子

▲市民の皆さんや有識者か
ら意見を伺いました

観光・交流推進プロジェクト
観光資源や特産品を活用し交流人口の拡大8

地域の魅力アッププロジェクト
地域資源の魅力向上と市内外への情報発信9

▲来場者60万人を目指す石岡のおまつり

■朝日里山学校の充実    1,265万円
■朝日トンネル経由バスの実証運行   
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  200 万円
■石岡のおまつり魅力アップ
　　　　　　　　　　　    961万円
■フラワーパークの充実    1,000 万円

▲石岡市民の歌を披露する大島花子さん

■市の魅力の情報発信       794万円
■高浜駅周辺整備事業   　 350万円
■筑波山地域ジオパーク推進事業  
　　　　　　　　　　　　　124 万円



　

市
は
、
昨
年
度
と
比
べ
今
年
度

の
一
般
会
計
予
算
を
６
億
円
の
減

額
と
し
ま
し
た
。「
新
庁
舎
建
設

事
業
」
や
「
安
心
・
安
全
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
」、「
保
育
等
運
営

経
費
」
な
ど
、
市
の
持
続
的
発
展

に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
事

業
な
ど
に
積
極
的
な
予
算
づ
け
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
充
て
る
財
源
の
う
ち

最
も
大
き
な
市
税
は
、
個
人
市
民

税
を
２
億
８
０
０
万
円
、
法
人
市

民
税
を
１
億
２
１
０
０
万
円
、
都

市
計
画
税
を
１
１
０
０
万
円
の
減

収
と
見
込
ん
だ
も
の
の
、
軽
自

動
車
税
を
１
４
０
０
万
円
の
増

収
と
見
込
み
、
市
税
全
体
で
は

３
億
１
９
０
０
万
円
の
減
収
と
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
下
の
グ
ラ
フ
に
あ
る
入

湯
税
は
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
か

ら
の
収
入
で
、
今
年
度
は
、
約

18
万
２
１
０
０
人
の
来
場
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

６

億円309

億　　　　　万　　千円94 31,945

動のことで、他の会計からの繰り入れのほか、基金を取り
崩して繰り入れる場合もあります。
諸収入…他の科目に含まれない収入をまとめたものです。
市税などの延滞金などです。
地方交付税…すべての地方公共団体が、一定水準のサービ
スを提供できるように国から交付される税です。
国庫支出金…国が使途を特定して地方公共団体に交付する
支出金です。
市債…市が国や民間金融機関などから長期的に借り入れる
資金のことです。市では、将来の財政負担が大きくならな
いよう計画的に借り入れを行っています。

■収入■
市税…私たちが納めた市への税金です。市民税や固定資産
税、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税などです。
分担金及び負担金…市特定の事業の財源として、その事業
により利益を受ける個人や団体が支払うものです。保育所
運営負担金や児童クラブ保護者負担金などです。
使用料及び手数料…使用料は、市の施設などを使用・利用
した人が支払うもので、市営住宅や運動公園、公民館など
の使用料です。
寄附金…ふるさと応援寄附など、個人や団体が市へ寄附し
たお金です。
繰入金…一般会計、特別会計、基金などの間で行うお金の移

用語の説明

予算総額　309 億円般一 会 計

番号 項目 金額（％）
① 市税 94 億 1,945 万 3 千円  （30.5％）
② 繰入金 17 億 1,531 万 9 千円    （5.6％）
③ 諸収入   6 億 3,033 万 3 千円    （2.0％）
④ 分担金及び負担金   3 億 2,647 万 4 千円    （1.1％）
⑤ 繰越金   3 億円                       　（1.0％）

⑥
使用料及び手数料
財産収入
寄附金

  2 億 6,159 万 4 千円             　 
          2,135 万 3 千円             　
  1 億 9 千円           　（計 1.2％）

⑦ 地方交付税 71 億 9,200 万円      　（23.3％）
⑧ 国庫支出金 42億    474万円      　（13.6％）
⑨ 市債 28 億 6,010 万円        　（9.3％）
⑩ 県支出金 19 億 3,192 万 5 千円 　（6.3％）
⑪ 地方消費税交付金 12 億 5,880 万円        　（4.1％）
⑫ 地方譲与税   3 億 7,520 万円        　（1.2％）

⑬

ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
配当割交付金
利子割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金

6,740 万円                    　
6,990 万円                    　
3,380 万円                    　
6,280 万円                    　
1,100 万円                    　
1,260 万円                    　
4,520 万円   　（計 0.8％）

項目 金額（％）
固定資産税 42 億　887 万 8 千円      　（30.5％）
市民税 39 億 6,102 万 6 千円　　  （42.1％）
軽自動車税   1 億 8,730 万 7 千円        　（2.0％）
市町村たばこ税   5 億 8,881 万 5 千円        　（6.2％）
都市計画税   4 億 4,611 万 2 千円        　（4.7％） 
入湯税   2,731 万 5 千円       　 （0.3％）

収　入　 性 質 別

収　入　市税の内訳

一般会計

収 入

①

②

③
④
⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
⑪

⑫ ⑬

自主財源 依存財源

収入



　

社
会
保
障
に
支
出
す
る
「
扶
助

費
」
は
、
昨
年
度
よ
り
９
６
０
０
万

円
の
増
額
と
し
ま
し
た
。

　

介
護
・
訓
練
等
給
付
費
９
億

５
９
０
０
万
円
、
特
定
障
害

者
特
別
給
付
費
２
２
０
０
万

円
、
民
間
保
育
運
営
委
託
料

１
億
４
６
０
０
万
円
の
増
額
な
ど

が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
「
普
通
建
設
事
業
」
は
、
昨
年

度
よ
り
４
億
５
１
０
０
万
円
の
減

額
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
経
費
と
し
て
、
新
庁
舎

建
設
工
事
で
18
億
２
８
０
０
万

円
が
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
小
中
学
校
の
耐
震
の
経
費

３
億
９
５
０
０
万
円
、
中
学
校

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
を
整

備
す
る
経
費
２
億
１
２
０
０
万

円
、
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
が

15
億
８
６
０
０
万
円
の
減
額
と
な

っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

７

億円309

■目的別分類■　経費を達成しようとする行政目的に応じ
て区分したものです。
総務費…市組織の運営、徴税、戸籍、統計、選挙など
民生費…児童・高齢者・障がい者福祉、生活保護など
衛生費…母子保健、廃棄物処理、公害対策など
労働費…労働者福祉・支援などの経費
農林水産業費…農業振興、林業振興など
商工費…商工業振興、観光振興など
土木費…道路、公園、市営住宅などの整備や維持補修など
消防費…火災、風水害、地震などから市民を守る経費
教育費…学校教育、生涯学習、文化・スポーツ振興など
公債費…借り入れた市債の元金の返済や利子の支払いなど

■性質別分類■　市の経費を、経済的性質に着目して分類
したもので、大きく分けて義務的経費・投資的経費・その
他の経費に分類されます。さらにその中で、人件費・物件
費・維持補修費・扶助費・普通建設事業費・公債費などに
分類されます。

扶助費…生活保護費、児童手当、老人福祉費など
人件費…職員の給与や共済費、議会議員の報酬など
物件費…消費的性質を持つ経費で、委託料や賃借料など
普通建設事業費…道路、学校、公園など各種公共施設の新
増設事業など
補助費等…各種団体への助成金や一部事務組合への負担金など

用語の説明

予算総額　309 億円 般一 会 計

番号 項目 金額（％）
① 扶助費 65 億 7,195 万 7 千円（21.2％）
② 人件費 50 億 6,723 万 9 千円（16.4％）
③ 物件費 41 億    618 万 7 千円（13.3％）
④ 普通建設事業費 49 億 5,074 万 5 千円 （16.0％）
⑤ 繰出金 37 億 9,843 万 1 千円（12.3％）
⑥ 補助費等 29 億    162 万 4 千円　（9.4％）
⑦ 公債費 29 億 3,852 万 5 千円　（9.5％）
⑧ 維持補修費   3 億 3,329 万円           （1.1％）

⑨

貸付金
積立金
投資・出資金
災害復旧費
予備費

4,792 万 8 千円  　　   　
1 億 5,206 万 8 千円            　

   200 万円　　　         　  
　　6 千円            　 

3,000 万円　   （計 0.8％）

項目 金額（％）
議会費     2 億 6,274 万 4 千円           （0.9％）
総務費   47 億 5,371 万 1 千円         （15.4％）
民生費 109 億   763 万円  　    　　 （35.3％）
衛生費   20 億 1,858 万 3 千円 　　   （6.5％）
労働費 127 万 4 千円    （0.1% 未満）
農林水産業費   11 億 4,400 万 1 千円           （3.7％）
商工費     5 億 5,704 万 7 千円  　　  （1.8％）
土木費   42 億 6,382 万 2 千円　　  （13.8％）
消防費   13 億 9,275 万 2 千円  　　  （4.5％）
教育費   24 億 7,734 万 6 千円　　　（8.0％）
災害復旧費 6 千円　（0.1% 未満）
公債費   29 億 3,901 万 6 千円 　　   （9.5％）
諸支出金     1 億 5,206 万 8 千円 　　   （0.5％）
予備費 3,000 万円　　　　　 （0.1％）

支　出　 性 質 別

支　出　 目 的 別

支出

①

②

③
④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨



支出

８

■下水道事業特別会計
25 億 1,450 万 4 千円（13.9%）
整備区域内に土地を所有する人
などの受益者負担金や実際に使
用した人の使用料のほか、一般
会計からの繰入金によって管理
運営を行っています。
■簡易水道事業特別会計
4,218 万 1千円（△ 88.7％）
三村地区（一部を除く）に、生
活用水などを供給しています。
現在、28 年度の湖北水道企業
団との統合に向け、事業を進め
ています。
■駐車場特別会計
2,136 万 2 千円（△ 3.8％）
石岡駅周辺の駐車場の維持管理
を行っています。
■農業集落排水事業特別会計
3億2,209万2千円（4.4％）
出し山、関川、東成井、石岡西
部、恋瀬の各地区施設の維持管
理などを行います。
■霊園事業特別会計
1,948 万 4 千円（2.8％）
龍神山と半ノ木の市営霊園の維
持管理を行っています。
■介護サービス事業特別会計
2 億 9,468 万円（△ 3.2％）
特別養護老人ホーム「のぞみ」
の運営に要する経費や、包括支
援センターが行う介護予防支援
に関する経費です。
■後期高齢者医療特別会計
7 億 2,808 万 2 千円（0.7％）
75歳以上の人と、65歳以上で
一定の障がいがある人は、医療
の給付を受けられます。制度の
運営は茨城県後期高齢者医療広
域連合が行い、市は保険料の徴
収や窓口業務を行っています。

■水道事業会計
9 億 1,335 万 9 千円（△ 11.2％）
※収益的・資本的支出の合計
八郷地区の水道用水の供給、水
道事業の計画と工事、水道料金
の徴収などを行っています。
※（　）内は、前年度比です。

予算総額　226 億 8800 万円別特 会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

107 億 4,709 万 4 千円（0.9％）

70 億 8,533 万 1 千円（0.7％）

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
か
ら
の
保
険
税
や
国
・
県
な
ど

か
ら
の
補
助
に
よ
っ
て
、
医
療
費
へ
の
補
助
な
ど
を
行
う
制
度

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
は
安
心
し
て
病
院
な

ど
の
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
費
用
の
半
分
を
市
と
国
・
県
、
も
う
半
分
を

被
保
険
者
が
負
担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
こ
の

お
金
を
、
被
保
険
者
が
受
け
た
介
護
や
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
に
応

じ
、
そ
の
事
業
者
へ
支
払
っ
て
い
ま
す
。

その他の特別会計

公営企業会計

　

市
に
は
、
６
・
７
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
た
一
般
会
計
の
ほ
か

に
、10
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
法
律
の
規
定
に

基
づ
い
て
い
る
も
の
と
、
収
支
を

一
般
会
計
と
分
け
て
経
理
し
た
方

が
効
率
的
で
あ
る
た
め
に
設
け
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
特
別
会

計
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

財
政
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
３
４
）

※
予
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま

す
。

①国民健康保険税
　20億 4,610 万 6千円（19.0％）
②国・県の補助
　28億 137 万 2千円（26.1％）
③国・県以外の補助
　50億 3,222 万 9千円（46.8％）
④一般会計繰入金
　7億 7,448 万 7千円（7.2％）
⑤その他
　9,290 万円（0.9％）

①保険料（65 歳以上）
　15億 1,528 万 5千円（21.4％）
②保険料（40 ～ 65 歳）
　18億 7,223 万 4千円（26.4％）
③国・県の補助
　25億 9,387 万 2千円（36.6％）
④一般会計繰入金
　10億 9,883 万 1千円（15.5％）
⑤その他
　510 万 9千円（0.1％）

①保険給付費
　61億 2,476 万円（57.0％）
②支援金・納付金・拠出金等
　42億 8,681 万 1千円（39.9％）
③保健事業費・その他
　1億 7,446 万 5千円（1.6％）
④総務費
　1億 6,105 万 8千円（1.5％）

①保険給付費
　66億 5,270 万 7千円（93.9％）
②地域支援事業
　8,644 万 8千円（1.2％）
③総務費・その他
　3億 4,617 万 6千円（4.9％）

収入

①

②

③

④ ⑤

支出

①

②

③④

①

② ③

収入

①

②

③

④

⑤
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